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大量下血部位推定に有用であった

99mTc-Sn-コロイドシンチグラフィ
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要 旨

大量下血の出血部位診断を目的に 99mTc-Snコロ

イドによるシンチグラフィを施行した｡出血部位は

虻門部であることがわかり,治療方針の決定に役立

った｡出血が大量で持続している例には,できるだ

け短時間に検査 をすることが要求され,99mTc-Sn

コロイドシンチグラフィは有用であった｡

はじめに

映寿全病院には,昭和 58年に回転式ガンマカメ

ラである ZLC3700(Siemens社製)とコンピュー

タ Scintipac70A (島津製)が設置された｡従来よ

り存在した X線 CT を始めとする Ⅹ 線撮像装置,

超音波診断装置,内視鏡,サーモグラフィと共に,

RI診断装置は成人病や老人病の精密検査に重要な

役割を呆 している｡特に総合画像診断という点で

は,血管性病変の検査には RI検査が有益な情報を

与えてくれることが多い｡たとえば,極めて軽い一

過性脳虚血発作の例では,来院時の Ⅹ 線 CTが全

く異常を示さなくても,脳 RIアンギオグラフイが

額動脈閉塞を示すこともある｡このような例は数 日

後に再発作をおこし脳梗塞 となる危険が大であり,

当初より入院治療を決定するのに役立つ｡いたずら

に鎮痛剤の投与されている下肢痛の患者に,RIア

ンギオグラフイを行ない腸骨動脈の血流障害がみつ

かり適切な治療で軽快する例も多い｡このように画

像診断が治療 と直結する時に,医師として大きな喜

びを感じるものである.今回は出血巣検索に RI検

査が有用であった例を供覧する｡

症 例

患者は78歳の女性である｡以前より糖尿病 と高

血圧にて内服療養していた｡昭和 60年 4月 18日に

後頭部皮質下出血を生じ手術をうけた｡某医にて術

後 リ-ビリをうけていたが,6月 10日におむつに

凝血塊が認められた｡この時の診察では虻門部は異

常なく,性器出血が疑われ当院に転院した｡6月 12

日に突然大量の下血が生じ,出血が持続するため隣

の県立中央病院外科に転送することに決定した｡こ

のとき外科医より大まかでも良いから出血部位を推

定するように言われた｡転送の手配中に 99mTc-Sn

コロイ ド静注による腹部の RIアンギオグラフイと

直後のシンチグラフィを撮像し,出血部位は虻門に

近いことを診断した｡外科では,結腸ファイバース

コープで露出した痔動脈を確認し,結紫止血にて治

療 した｡

画像診断のポイント

RIアンギオグラフイでは腸骨動脈の蛇行 と右腸

骨動脈の一部狭窄を示唆する描画不良を示 してお

り,動脈硬化性変化が考えられる｡おそい相で股間

に淡い RI分布が認められ,出血の持続を示唆して

いる｡直後のシンチグラムでは股間に明瞭な異常集

積像を示 している｡部位は直腸虻門部 と推定でき

る｡

考 察

消化管出血には緊急処置を要する大量出血と,比

較的時間的に余裕のある間歓的出血がある｡前者で

99mTc-Sn-colloidscintigraphyforthelocalizationofmassiveanalhemorrhage.
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